
 
 
 
 
    
 社 会  
１  （１） エ   （２） オ   （３） イ   （４） ア   （５）米 ア  小麦 イ  （６） エ    
（７） ウ   （８） 地産地消 
（９） 生産調整によって、生産量が制限され、消費量も減って、自由に作付できないこと。（例）（30字以上 40字以内） 

２  （１） 第１位 中国  第２位 アメリカ   （２） 貿易港の名 成田（国際空港）  位置 ア   
（３） ① Ａ  ② Ｂ 

３  （１） ウ   （２） エ   （３） ウ   （４） ア   （５） エ   （６） ア   （７） ア 
４  （１） エ   （２） イ   （３） ユネスコ（カタカナ指定）   （４） サ   （５） ア   （６） エ   
５  （１） （例）だれもが生まれたときから、自由で平等に、人間らしく幸せに生きる権利のこと。（30字以上 40字以内） 
（２） イ・ケ（順不同）   （３） ア 番号 ③ 語 総意   イ 番号 ⑤ 語 非核三原則  
ウ ○  エ 番号 ③ 語 各議院 

（４） ａ 自衛隊   ｂ 警察 
【講評】 
    日本の稲作が抱えている課題、基本的人権の内容についての論述が２題出題されたのが、新傾向であった。 
５の公民の日本国憲法と基本的人権に関する問題は、正確で細かい知識を要する難問だった。 
１ 日本地理：戦後の学校給食を題材にした標準的な問題である。 

   ２ 世界地理：貿易と世界の代表的な河川に関する基本的な問題である。 
   ３・４歴史：一部細かな知識を要求する問題もあったが、全体的に、標準的な問題であった。 
   ５ 公民：基本的人権についての的確な理解と憲法条文についての細かな知識を問う問題であった。 

 理 科  
１ 問１ あ 麦芽糖   い ブドウ糖   う たん液（たん汁）   え グリセリン   お グリコーゲン 
   か かん臓   き 門脈   問２ Ａ イ   Ｂ ウ   Ｃ カ   問３ ウ 
  問４ エ    問５ ア    
問６ （例）コラーゲンがアミノ酸まで分解されたのち，タンパク質に再合成されるため。 
２ 問１ 165（ｍ）   問２ 162（ｍ）    問３ 0.5（秒） 
  問４ 0.47（秒）   問５ 82.5（ｍ）   問６ 15（ｍ） 
  問７ 160（ｍ）   問８ 0.48（秒） 
  問９（Ｓに対して）遠ざかる（向きに毎秒）10（ｍ） 
３ 問１ エ   問２ ア   問３ オ    
  問４ オ   問５ ○   問６ ウ    
４ 問１ 亜鉛   問２（１） 炭素   （２） 二酸化炭素 
  問３（１） 右図   （２） 250（層） 
    （３） 68（km） （４） 270（ｍ）    
 
【講評】 
昨年同様，難易度は高い。例年通り，地学の正誤問題，グラフの作図などが出題された。 

   １ 生物分野：消化に関する問題。深い知識を必要とする。 
   ２ 物理分野：音の速さと聞こえ方に関する問題。平成７年に出題されたものと考え方が同じで，音の速さと 

間隔に注意して解くとよい。 
   ３ 地学分野：正誤問題の出題。昨年と異なり，誤りを含む文を１つ選ぶか，すべて正しい場合は○と答える 

ように出題されていた。 
 ４ 化学分野：昨年同様，文章を読み取り推察する問題である。グラフと計算に正確さが必要である。 

 
   


